
朱
屋
田
中
勝
介

・
宗
因
に

つ
い
て

近
世
初
期
京
都

の

一
町
人
像

は

じ

め

に

岡

佳

子

室
町
時
代
後
期
、
京

の
三
長
者

と
い
わ
れ
た
茶
屋

・
後
藤

・
角
倉
家
な
ど
の
京
都

の
町
人
は
近
世
初
頭

に
徳
川
政
権
に
密
着
し
て
豪
商
化
し
た
。

こ
と
に
、

海
外

貿
易
と
の
関
わ
り
が
彼
ら
を
成
長
さ
せ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
茶
屋
家
や
角
倉
家
が
仕
立
て
た
朱
印
船
が
南
方

に
渡
航
し
、
も
と
後
藤
家

の
奉
公
人

で
あ

っ
た
後
藤
庄
三
郎

が
朱
印
船
貿
易
全
体
を
統
括
し
た
。
や
が
て
、
寛
永
十
年

(
一
六
三
三
)
か
ら

段
階
的

に
発
布
さ
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
寛
永

の
鎖
国
令

に
よ
り
海
外

渡
航

が
全
面
禁
止
さ
れ
て
の
ち
は
、
茶
屋
家
は
幕
府

の
呉
服
師
や
京
都
惣
年
寄
、
ま

た
角
倉
家
は
淀
川
過
書
船
奉
行
な
ど
の
地
位
を
得
て
幕
府

の
畿
内
支
配

の

】
翼

を
担

い
、
後
藤
家
は
大
判
座
や
金
座
な
ど
の
貨
幣
鋳
造
を
支
配
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個

々
の
道
を
た
ど
る
よ
う
な

っ
た
。

こ
れ
ら
三
家

の
み
な
ら
ず
、
当
時

の
京
都
に
は
、
そ

の
よ
う

な
、
上
層
町
衆
と
も

い
わ
れ
る
豪
商
た
ち
が
多
く

い
た
。

だ
が
、

『
町
人
考
見
録
』
に
記
さ
れ
る
よ
う

に
、
彼
ら

の
大
部
分

は
大
名
貸
し
な
ど
に
よ
る
経
済
破
綻
が
も
と
で
元
禄
期
を
境

に
急
速

に
没
落

し
て

い
っ
た
た
め
か
、
史
料
が
後
代
に
ま
で
伝
来

せ
ず
、
そ

の
活

動
を
跡
付
け

る
こ
と
は
か
な
り
困
難
な
よ
う
だ
。
し
か
し
、
わ
ず

か
に
残

る
史
料
を
組
み
合
せ
な

が
ら
、
近
世
初
期
京
都
の
経
済

と
文
化

の
担
い
手
で
あ

っ
た
町
人

の
姿
を
浮
き
彫
り
に
す

る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な

こ
と
と
思
う

。

本
稿
に
お

い
て
は
田
中
勝
介

と
田
中
宗
因
を
取
り
上
げ
て
み
た

い
。
田
中
勝
介

は
日
本
人

で
始

め
て
ノ
ヴ
ァ
イ

ス
バ

ニ
ア

(現
メ
キ
シ

コ
)

に
渡
航
し
た
京

都
の

朱
屋
田
中
勝
介

・
宗
因
に
つ
い
て
ー

近
世
初
期
京
都
の

一
町
人
像
ー

(ユ49)

与蜘



朱
屋
田
中
勝
介

・
宗
因
に
つ
い
て
f

近
世
初
期
京
都
の

一
町
人
像
ー

ハ

町
人
と
し
て
著
名

で
あ
る
が
、
彼

の
生
没
年
も
来
歴
も
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ

っ
惣
。
ま
た
、
田
中
宗
因
に

つ
い
て
は
、
鹿
苑
寺

の
住
職
鳳
林
承
章
の
日
記
『
隔
莫
記

』

を
も
と
に
、
彼
が
寛
永
末
年
頃
か
ら
鹿
苑
寺
と
鷹

ヶ
峯
光
悦
町
と
の
堺
目
争
論
に
活
躍
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
も

の
侮

そ
の
生
涯
や
田
中
勝
介
と

の
関
係

に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。
本
稿

で
は
、
勝
介

と
宗
因
が
朱
屋

と
い
う
共
通

の
屋
号
を
も

つ

一
門
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
う

え
で
、
関
係
史

料
か
ら
二
人

の
活
動
を
具
体
化
し
て
み
た

い
。
こ
と

に
、

田
中
宗
因
は
、
本
阿
弥
光
甫
、
千
宗
旦
、
鳳
林
承
章
な
ど
の
寛
永
文
化
人
と
も
親
密
な
交
流
を
も

っ
て
い

る
。
し
た
が

っ
て
、
宗
因

の
寛
永
文
化

の
担

い
手
と
し
て
の
役
割
も
考
察
し
て
い
き
た
い
。

一
、

田
中
勝
介

の
渡
航

慶
長
十
六
年

(
一
六

一
【
)
五
月

一
日
、

一
隻
の
帆
船
が
浦
賀

に
入
港
し
た
。
船
名
は
サ

ン

・
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
号
、
船
長
は

ス
ペ
イ

ン
人
セ
バ
ス
チ

ャ
ン

の
ビ
ス

カ
イ
ノ
で
、
ノ
ヴ
ァ
イ

ス
パ
ニ
ア
総
督

ベ
ラ
ス
コ
の
命
令
に
よ
る
金
銀
島
探
検

の
航
海

の
途
中
に
、
日
本
に
寄
港
し
た
の
で
あ
る
。
寄
港
の
理
由

は
、
慶
長
十
四
年

鋤

九
月
に
暴
風
が
原
因
で
日
本
に
漂
着
し
た
元

マ
ニ
ラ
総
督
ド

ン
H
ロ
ド
リ
ゴ
が
江
戸
幕
府
か
ち
船
と
金
銀
を
給
さ
れ
、
翌
年
九
月

に
ノ
ヴ
ァ
イ

ス
パ
ニ
ァ

へ
無
事
帰

q

還
で
き
た
こ
と
に
対
す
る
答
礼
大
使
と
し
て
将
軍
に
謁
見
す

る
た
め
で
あ

っ
た
。
五
月
十
二
日
に
江
戸
城
で
将
軍
徳
川
秀
忠
に
、
五
月
二
十
五
日
に
は
駿
府

で
大
御

所
家
康
に
拝
謁
し
、
無
事
に
任
務
を
果
た
し
た
。

サ
ン

.
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
号
に
は
二
十
二
人
の
日
本
人
が
乗
船
し
て
い
た
。
彼
ら
は
慶

長
十
五
年
の
ド
ン

・
ロ
ド
リ
ゴ
の
帰
還

に
同
行
し
た
人

々
で
、
そ
の
首
領
が

の

田
中
勝
介
で
あ

っ
た
。
彼
は
洗
礼
名
を
ド

ン
.
フ
ラ

ン
シ
ス

コ
・デ
・
ベ
ラ

ス
コ
と
い
い
、
ジ
ョ
ス
ケ
ン
ド
ノ
と
も
呼
ば
れ
て

い
た
。
『
ビ
ス
カ
イ
ノ
金
銀
島
探
検
報
告

』

に
は
、
航
海
中

の
状
況
と
し
て
、

特
に
首
領

(田
中
勝
介
)
は
身
分
あ
り
大

い
に
尊
敬
さ
れ
た
る
日
本
人
な
り
し
が
故
に
、
全
航
海
中
少
し
も
迷
惑
を
掛
け
ず
、
前
記
司
令
官

(ビ
ス
カ
イ
ノ
)

は
彼

の
善
良
な
る
態
度
を
見
、
又
彼
が
皇
帝

(家
康
)

に
致
す

べ
き
報
告
に
依
り
、
日
本
国
に
於
て
歓
迎
厚
遇

せ
ら
れ
今
回

の
主
要
目
的
た
る
帰
途
前
記
諸
島

の
発
見

に
付
好
都
合

の
処
置
を
得
ら
る
べ
き
を
考
慮
し
、
彼
を
喜
ば

せ
感
謝
の
念
を
懐
か
し
む
る
こ
と
は
陛
下

の
御
為
大
な
る
益
あ
る
を
信
じ
、
彼
を
自
己

の

食
卓
に
就
か
し
め
た
り
。



}

と
、
勝
介
が
善
良
で
尊
敬
さ
れ
る
性
質

で
あ

り
、
ま
た
ビ

ス
カ
イ

ノ
と
食
卓
に
同
席
す
る
厚
遇
を
得

て

い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う

な
メ
キ
シ

コ
側

の
待
遇

が
功
を
奏
し
て
か
、
船
が
浦
賀

に
着
く
と
、
勝
介

は
早
速
船
内
で
の
状
況
を
日
本
側

に
好
意
的
に
語

り
、
さ
ら

に
到
着

の
報
告

の
た
め
に
駿
府

の
家
康

の
も

と
に
赴

い
た
。
そ
し
て
ビ
ス
カ
イ

ノ

一
行
が
五
月
二
十
四
日
に
駿
府

に
到
着
す

る
と
、

㈲

既
に
貴
族
と
な
り
殿

の
徽
章
を
有

せ
る
ド
ン

・
フ
ラ

ン
シ
ス
コ

・
デ

・
ベ
ラ

ス
コ
多
数

の
供
を
連
れ
、
宮
中

の
他

の
貴
族

一
人
と
共
に
大
使
を
出
迎

へ
た
り
。

と
、
勝
介
自
ら
が
ビ
ス
カ
イ
ノ
を
出
迎
え
た
。

ビ
ス
カ
イ

ノ
は
翌

日
駿
府
城
中

で
後
藤
庄
三
郎
光
次
と
出
会

っ
て
お
り
、
そ
こ
に
も
、

㈲

他
の
貴
族

一
人
並
び
に
ド

ン

・
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
舅

に
し
て
皇
帝

の
重
き
家
臣
な
る
人
其
他
多

数
の
人
出
迎

へ
た
り
。

と
、
勝
介

の
舅

で
家
康

の
重
臣
で
あ

っ
た
人
物
が
同
席
し

て
い
る
。
大
御
所
謁
見

の
後
、
ビ
ス
カ
イ

ノ
は
日
本
沿
岸

の
測
量
許
可
を
得
て
各

地
を
廻
り
、
ま
た
念
願

の
金
銀
島

探
索

に
も
出
向

い
た
。
結
局
、
彼

が
帰
途

に
つ
い
た
の
は
、
慶
長
十
八
年
九
月
、
伊
達
政
宗

が
ノ
ヴ
ァ
イ

ス
パ

ニ
ア
に
派
遣
し
た
支
倉
常
長

一
行

の
船

に

便
乗
し
て
で
あ

っ
た
。

⑦

田
中
勝
介

に
関
し
て

『
駿
府
記
』
慶
長
十
六
年
九
月
二
十
二
日
条
に
は
、

こ
の
日
に
蔵
よ
り
取
り
出
し

た
紫
羅
紗
に

つ
い
て
記
し
た
後
、

鋤

東
海
之
中
有
濃
毘
須
般
国

、
自
古
未
通
、
去
年
京
町
人
田
中
勝
介
、
就
後
藤
少
三
郎
望
渡
海
、
今
夏
帰
朝
、
数
色
之
羅
紗
井
葡
萄
酒
持
来
、
件
紫
紗
其

一
也
、

ロ

其
海
路
入
九
千
里
云

々
、

と
、
羅
紗
を
贈

っ
た
の
が
田
中

勝
介
で
、
彼
が
後
藤
庄
三
郎

に
望

み
、

渡
海
し
た
と
記
し
て

い
る
。

後
藤
庄
三
郎

は
、
豊
臣
秀
吉

の
も
と
で
天
正
大
判
を
鋳
造
し
た
後
藤
徳
乗

の
門
人
で
、
本
姓
は
橋
本
と

い
っ
た
。
文
禄
二
年

(
一
五
九
三
)
徳
乗

の
養
子
と
な
り

光
次
と
称
し
て
、
関
東
に
下
り
徳
川
氏

の
た
め
の
小
判
鋳
造

に
の
り
だ
し
、
慶
長
五
年

に
は
慶
長
小
判
、

一
分
判
を
鋳
造
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う

に
金
座
を
主
宰
者

㈹

す
る
ば
か
り
か
、
同
六
年

に
は
銀
座

の
設
立

に
参
画
、
さ
ら
に
幕
府
財
政
に
深
く
か
か
わ
り
、
外
交
交
渉
に
も
関
与
し
た
。
印
度
文
書
館
所
蔵

の
ド

ン

・
ロ
ド
リ
ゴ

⑧

宛
後
藤
庄
三
郎
書
状
の
再

訳
文

に
は

「
日
本
人
三
十
人
ま

で
当
地
よ
り
、
乗
船

せ
し
む

べ
し
。
若
し
悉
く
之
を
収
容
す
る
余
地
な
く
ば
、
貴
下
が
適
当
な
り
と
認
む

る
者

の
み
渡
航
す

べ
し
」

と
あ
り
、
勝
介
ら

の
渡
海
を
ド

ン

・
ロ
ド
リ
ゴ
に
依
頼
し
た

の
が
庄
三
郎

で
あ

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

さ
ら
に
、
『
当
代
記
』
慶
長
十
五
年
五
月
条

に
は
、

此
比
、
京
都
町
人
米
屋

の
り
う
せ

い
と
云
者
、
以
大
御
所
御
意
、

ノ
ビ
ス
バ
ン

へ
渡
海
、
売
買
任
心
帰
朝
、
狙

々
革
多
持
来
、
但
金
銀

は
及
聞
し
程
は
な
し
、

朱
屋
田
中
勝
介

・
宗
因
に
つ
い
て
1

近
世
初
期
京
都
の

一
町
人
像

}?



朱
屋
田
中
勝
介

・
宗
因
に
つ
い
て
1

近
世
初
期
京
都
の

一
町
人
像
-

錐
然
他

の
国
、
他

の
島
よ
り
多
、
重
而
日
本
人
渡
海
無

用
の
由
、

ノ
ビ
ス
バ
ン
の
者
堅
日
本
人
え
し
め
す
、

と
、
当
時
家
康

の
意
を
う
け
ノ
ヴ

ァ
イ

ス
パ

ニ
ア
に
渡
海
し
た

「
米
屋

の
り
う

せ
い
」
と

い
う
京
都
町
人
が
い
た
と
記
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
人
物
は
勝
介

一
行
に
加

わ

っ
て

い
た
と
思

わ
れ
る
が
、

ビ
ス
カ
イ
ノ
関
係

の
記
録

に
彼
の
名

は
な

い
。
と
こ
ろ
が
、
内
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る

「
慶
長
年
録
」

に
は
、
同
月

の
条

に

「
此
頃
、

京
都
町
人
朱
屋
之
り
う
せ

い
と
云
者
、
以
大
御
所
御
意
、

の
び
す
ば
ん

へ
渡
海
、
売
買

任
心
帰
朝

(以
下

『当
代
記
』
と
同
文
)
」
と
、
「
米
」
を

「
朱
」
と
記
し
て

お
り
、

こ
の
人
物

が

「
朱
屋
」

で
あ

っ
た
可
能
性
も
あ

る
。

も
し

「朱
屋
」
で
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
所
蔵

の
日
爪
忠
兵
衛
宗

政
手
択
本

の

「
丹
後
物
狂
」

の
表
表
紙

の
識
語
に
、
関
連
す
る

つ
ぎ

の

よ
う
な
興
味
深

い
事
実
が
記
さ
れ

て
い
る
。

此
本

の
脇

二
付
タ

ル

ハ
本
阿
光
悦
手
跡
也
、
相
誤
の
時
助
筆
候
、
朱
屋

ノ
隆
清
ト
イ
ヒ
シ
人
ノ
所

ニ
テ
ノ
事
、
ソ
レ
モ
昔

二
過
シ
、
光
悦
老
人
モ
五
ト

セ
斗
先

ノ
春
世
ヲ
サ
リ
給

ヘ
リ
、
其
折
シ
モ
鷹
嶺
居
住
為
懐

旧
、
月

ハ
入
光
残

る
や
雪

の
山
と
侍
し
事
、
此
本

に
思

ひ
出

シ
奥
ヲ
催

シ
書
付
侍
ぬ

庚
辰
入
月
上
旬

日
爪
忠
兵
衛

宗
政

「丹
後
物
狂
」

の
本
文
に
は
、
行
間

に
異
筆

の
書
込
み
が
あ
る
。
識
語
で
は
そ
れ
が
刀

の
と
ぎ
、

ぬ
ぐ

い
、
目
利
き
を
業
と
す
る
本
阿
弥
家

に
生
ま
れ
、
能
書

・

工
芸
家

と
し
て
知
ら
れ
る
光
悦
の
手
跡

で
、
書
込
み
が
行
わ
れ
た
場
所

が

「
朱
屋

ノ
隆
清
」

の
も
と
で
あ

っ
た
と

い
う

の
で
あ
る
。

表
章
氏
は
、
「
丹
後
物
狂
」
と
同
種
の
観
世
流
謡
本
が
六
十
五
冊
現
存
し
て
お
り
、

こ
の
筆
写

は
室
町
末
期
頃
だ
が
、
大
部
分
に
日
爪
忠
兵
衛

の
寛
永
十
年

か
ら
二㈹

十
年
に
か
け
て
の
日
付
を
持

つ
識
語
が
あ
り
、
そ
の
内
容

か
ら
、
お
そ
ら
く
慶
長
頃
か
ら
忠
兵
衛
が
こ
の
謡
本
を
座
右

に
置

い
た
の
で
あ
ろ
う

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

光
悦

の
死
没
は
寛
永
十
四
年

(
一
六
三
七
)

で
、
識
語

の
書
か
れ
た
庚
辰

の
年
は
、
お
そ
ら
く
同
十
七
年
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
こ
の
識
語
に
よ

っ
て
、
朱
屋

の
隆

清
な
る
人
物
が
実
在
し
た

こ
と
が
明
確

に
な
り

『
当
代
記
』

の

「
米
屋
」
は

「朱
屋
」

の
誤
記

の
可
能

性
が
高

い
。

加
え
て
、
朱
屋
隆
清
は
田
中
勝
介

の
別
称
と
も
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
寛
永
年
間

の
記
録
に
朱
屋

と
も
田
中
と
も
名
乗
る
町
人
が
現
れ
る
か
ら

で
あ

る
。

こ
の
人

物

の
名

は
宗
因
と

い
う
。
鹿
苑
寺
住
職
鳳
林
承
章

の
日
記

『
隔
莫
記
』

に
は
、
寛
永
十
三
年

(
一
六
三
六
)
二
月
二
十
五
日
条

「
午
時

田
中
宗
因
点
鳳
団
」

の
記
事

(152)
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,

を
初
見
と
し
て
、
慶
安
三
年

(
一
六
五
〇
)

一
月
二
十
九
日

の

「斎

了
、
令
出
京
之
次
、
赴
田
中
宗
因
、
而
所
労
見
舞
」

の
記
事
に

い
た
る
ま

で
の
あ

い
だ
に
、
田

中
宗
因

の
記
事

が
頻
出
す
る
。
そ
の
う

ち
寛
永
二
十
年
七
月
四
日
条

に
は

「
寄
干
宗
旦
老
、
則
宗
因
被
居
、
相
逢
也
」
と
鳳
林
が
茶
匠
千
宗
旦
を
尋
ね
た
お
り
に
宗

因
と
出
会
う

く
だ
り
が
あ
る
。

一
方
千
宗
旦

が
息
子
た
ち
に
宛
て
た
書
状
が
収
載
さ
れ
る

『
元
伯
宗
旦
文
書
』
に
は
、
寛
永
十
年
八
月
十
六
日
付
宗
左
宛
書
状

の
「
朱

屋
宗
因
よ
り
便
候
間
、

一
書
申
候
」

の
記
事
を
初
見

に
、
た
び
た
び

「
朱
屋
宗
因
」

の
話
題
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の

『隔
莫
記
』

の

「
田
中
宗
因
」

と

『
元
伯
宗

旦
文
書
』

の

「朱

屋
宗
因
」
の
周
辺

の
人
々
は
共
通
し
て
お
り
、
朱
屋
宗
因
と
田
中
宗

因
は
同

一
人
物

で
、
朱
屋
は
屋
号
、

田
中
は
姓
と
思
わ
れ
る
。
加
え
て
田
中

宗
因
は
鷹

ヶ
峯
光
悦
町
と
も
深

い
関
わ
り
が
あ

っ
た
。
宗
因

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
彼

の
存
在
に
よ

っ
て
、
田
中
勝
介
も
ま
た
朱
屋
と
い
い
、
隆
清
と
号
し
て

い
た

の
で
な

い
か
と
推
定

で
き
る
。
お
そ
ら
く
田
中
宗
因
は
田
中
勝
介

の
身
内
、
息
子
か
も
し
れ
な

い
。

後
藤
や
茶
屋
氏
な
ど
が
そ
う
で
あ

っ
た
よ
う

に
、
朱
屋
田
中
氏
も
ま

た
日
連
宗
門
徒

で
、
本
法
寺

の
檀
家

で
あ

っ
た
。
本
法
寺

の
塔
頭
教
行
院
に
伝

わ
る
数
種

の

過
去
帳

の
う

ち
、
第
十
六
代

日
如
上
人
が
明
治
二
十
六
年
五
月
に
編
纂
し
た

「
過
去
帖

」
に
は
、

宗
因
霊

謬

晶

年

金
睡

中
氏

爾

と
あ
り
、
明
治
期

の

「
過
去
帖
」

の
も
と
と
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
万
延
元
年

(
一
入
六
〇
)

に
日
如
上
人
が
編
纂
し
た
日
め
く
り
形
式

の

「
霊
簿
」

の
入
日
条

に
も

「
慶
安
三
寅
三
月

宗
因

田
中
氏
」
と
あ
る
。
先

に
も
記
し
た
よ
う

に

『隔
莫
記
』
に
み
る
田
中
宗
因
最
後

の
記
事
は
、
慶
安
三
年

一
月
二
十
九
日
条

で
、

こ
の
時

宗
因
は
病
床

に
臥
し
て

い
た
。
し
て
み
る
と
、
そ
れ
か
ら
ニ
カ
月
後
を
死
亡
時
と
記
す
両
過
去
帳

の
田
中
宗

因
は

『隔
莫
記
』

の
宗
因
と
は
同

一
人
物

と
み
な
せ
よ

・
つ

。

oの

明
治
二
十
六
年

の
過
去
帳
に
は
、

田
中
宗
因
を

「
金
座
」
と
記
し
て

い
る
。

『京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
「
金
座
の
事
」

の
項

に
は
、
江
戸

に
二
十
人
、
京
都
十

人
、
佐
渡
十
二
人

の

「
御
金

二
掛
候
手
代
」

の
姓
名

が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ

こ
に
京
都
在
住

の

「
田
中
三
郎

左
衛
門
」

の
名
が
あ
が

っ
て
い
る
。
彼
ら
は
後
藤
庄
三

㈹

郎

の
手
代

で
、
吹
方
が
鋳
造
し

た
小
判

の
品
質
管
理
と
目
利
き
を
行
う
金
座
改
役
で
あ

っ
た
。
お
そ
ら
く
田
中
氏
代

々
は
京
都
金
座
が
置
か
れ

た
姉
小
路
烏
丸
東
入

町

の
後
藤
屋
敷

に
出
仕
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

田
中
氏

が
御
改
役
に
就
任
し
た
時
期
は
明
確
で
は
な

い
が
、
後
藤
庄
三
郎
と

の
関
係

か
ら

み
て
も
勝
介

の
代
で
あ
る
ま

い
か
。

朱
屋
田
中
勝
介

・
宗
因
に
つ
い
て

近
世
初
期
京
都
の

一
町
人
像

へ



朱
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介
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i
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世
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ち
な

み
に
明
治
二
十
六
年

の
過
去
帳

に
は
、
天
正
五
年

(
一
五
七
七
)
八
月
三
日
に
死
没
し
た

「
教
具
院
与
普
居
士

」
か
ら
始
ま
り
、
金
座

田
中
氏
と
付
記
さ
れ

た
歴
代

の
命

日
が
、
幕
末
ま

で
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
宗
因
以
前

の
命
日

の
田
中
氏

で
は
、
元
和
六
年

(
一
六

一
九
)
三
月
四
日
死
没
の

「
祐
徳
日
仙

」

と
寛
永

六
年
十
月
七

日
の

「
信
勝
院
光
利
日
想
」

の
二
人
が
お
り
、
そ

の
い
ず
れ
か
が
田
中
勝
介

で
あ

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、

田
中
氏
は
も
と
か
ら

の
教
行
院

の
檀
家

で
は
な
か

っ
た
。
過
去
帳
類
か
ら
推
測
す
る
と
、
当
初

は
玉
樹
院
な
る
寺
院

の
檀
家

で
あ

っ
た
が
、
文
化
十
二

ゆ

年

(
一
八

一
五
)
六
月

に
大
運
院

の
預
か
り
と
な
り
、
そ
の
後
教
行
院

に
移
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
嶺
。
ま
た
田
中
家
と
同
様

の
形

で
教
行
院

の
檀
家

と
な

っ
た
家
に

は
金
座

の
河
辺
家
と
浅
香
家

が
あ

り
、
『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
に
は
江
戸
に
河
辺
勘
左
衛
門
、
京
都
に
河
辺
仁
左
衛
門
、
佐
渡
に
浅
香
伝
右
衛
門
な
る
手
代
が

い
た

こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。
さ
ら
に
明
治
二
十
六
年

の
過
去
帳

に
よ
れ
ば
、
玉
樹
院
を
開

い
た
日
求
上
人
の
命

日
は
寛
永
十
四
年
十
月

一
日
で
、
上
人
の
没
年
か
ら

み
て
、
玉
樹
院

の
開
基
は
江
戸
時
代
初
頭
と
思
わ
れ
、
金
座

の
河
辺

・
田
中

・
浅
香

の
三
家

が
日
求
上
人
に
帰
依
し
て
玉
樹
院
を
創
建
し
た
よ
う

に
も
思
わ
れ
る
。

も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
田
中
氏
は
本
法
寺
内
に
寺
院
を
建
立
す
る
ほ
ど

の
強

い
信
仰

と
財
力
を
持

つ
商
人

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

後
藤
庄
三
郎
が
仲
介
し

て
ド
ン

.
ロ
ド
リ
ゴ
と
と
も
に
慶
長
十
五
年
九
月

に
ノ
ヴ
ァ
イ
ス
パ

ニ
ア
に
渡

っ
た
田
中
勝
介

は
朱
屋
隆
清
と
も
号
し
た
商
人
で
、
庄
三

鋤

郎

の
手
代
と
し
て
京
都
金
座
を
守

っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な

っ
た
。

こ
こ
か
ら
勝
介

の
ノ
ヴ
ァ
イ

ス
パ

ニ
ア
渡
航

の
目
的
を
類
推
し

て
み
た
い
。

α

ド

ン

"
ロ
ド
リ
ゴ
は
、
日
本
滞
在
中
、
家
康

の
要
請

に
よ
り
日
本
と

ノ
ヴ

ァ
イ
ス
パ

ニ
ア
と
の
貿
易
開
始
を
計
画
し
、
家
康

に
対
し
て
協
定
事
項
を
提
示

し
た
。

　

そ

の
第
五
項
に
次
ぎ
の
よ
う
な
く
だ
り
が
あ
る
。

一
、
陛
下

(家
康
)

が
、
前
記
ド
ン

.
ロ
ド
リ
ゴ
に
交
渉
せ
ら
れ
た
る
イ

ス
パ

ニ
ア

の
鉱
夫
を
渡
来

せ
し
め
、
国
内

に
産
す
る
多
額

の
銀
鉱
を
精
錬
せ
し
む
る

件
は
、
実
現
上
困
難
あ
れ
ど
も
、
次

の
条
件

の
下
に
主

君
ド

ン

・
フ

ェ
リ
ペ
王
に
対
し
、
百
人
ま
た
は
二
百
人

の
鉱
夫
を
派
遣
す

る
こ
と
を
奏
請
す

べ
し
、

(後
略
)

こ
こ
か
ら
、
当
時
、
家
康
が
日
本

に
産
出
す
る
銀

の
精
錬

の
た
め
に
鉱
夫
の
派
遣
を
依
頼
し
た
と
分
か
る
。
そ

の
条
件

は
、
イ

ス
パ

ニ
ア
人
が
新
規

に
銀
鉱
山
を
発

見
し
た
場
合
は
精
錬
し

た
銀

の
半
額
を
鉱
夫

の
も

の
と
し
、
四
分

の

一
を
家
康

の
、
残
り
を
ド

ン

・
フ

ェ
リ

ペ
王
の
分
と
す
る
こ
と
、
す

で
に
採
掘
さ
れ
て
い
る
鉱

山
の
場
A
口
は
所
有
者

と
イ

ス
パ

ニ
ア
人
と
の
間
に
契
約
を
結

ぶ
こ
と
で
あ
り
、
「
し
か
し
て
も
し
必
要

の
あ
る
と
き
は
水
銀
を
持
ち
渡
り
、
当
地

に
お
い
て
正
当
代
価

の
支
払

い
を
受
け
、

こ
れ
を
金

(銀
)
鉱

の
精
錬
に
用
う

る
こ
と
」
と
水
銀
を

日
本

に
輸
入
し

て
銀
精
錬

に
使
用
す

る
こ
と
も
条
件

と
な

っ
て
い
る
。



水
銀
に
よ
る
銀

の
精
錬
法
は
ア

マ
ル
ガ
ム
法
と
よ
ば
れ
、
十
六
世
紀
の
半
ば
に
ノ
ヴ
ァ
イ

ス
バ

ニ
ア
に
お
い
て
発
明
さ
れ
た
。
こ
の
方
法

は
、
当
時

日
本

で

一
般

⑳

的
で
あ

っ
た
鉛
に
よ
る
吹
分
法

に
比
べ
て
格
段
に
効
率
が
よ
く
、
そ

の
技
法
を
も

つ
鉱
夫
派
遣
と
水
銀

の
日
本
持
ち
込
み
を
家
康
は
望
ん
だ
の
で
あ
る
。
家
康

の
意

を
う
け
、
後
藤
庄
三
郎

の
仲
介

で
、
ド

ン

・
ロ
ド
リ
ゴ
と
も
に
渡
航
し
た
田
中
勝
介

の
屋
号
は

「朱
屋
」
で
あ
る

「朱
」
は
水
銀
を
意
味
し
、
朱
屋
と
呼
ば
れ
た
水

㈲

銀
業
者

が
堺
な
ど
に
居
住
し
た
こ
と
が
記
録
に
確
認
さ
れ
る
。
し
て
み
る
と
。
勝
介

も
ま
た
水
銀
を
商
う
商
人
で
あ

っ
た
可
能
性
は
高

い
。
お
そ
ら
く
勝
介

の
渡
航

の
目
的
は
単
純
な
貿
易
で
は
な
く
、
水
銀
に
よ
る
銀
精
錬

に
関
わ
る
も
の
で
あ

っ
た

の
で
あ
る
ま

い
か
。

も

っ
と
も
、
前
記

の
協
定
は
実
現
に
ま
で
至
ら
ず
、
実
際
に
鉱
夫

は
派
遣
さ
れ
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
小
葉

田
淳
氏

は
、
佐
渡
の
川
上
家
文
書
を
紹
介
さ
れ
、
慶

長
十
二
年
か
ら
同
十
五
年
頃
に
佐
渡
相

川
の
銀
山
で

「水
銀
流
し
」

と
呼
ば
れ
る
ア

マ
ル
ガ
ム
法

に
よ
る
精
錬

が
行
わ
れ
、
諸
町
が
活
況
を
呈
し

た
こ
と
や
、
そ
の

⑬

水
銀

が
幕
府
か
ら
必
要
量
だ
け
給
与
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
佐
渡
銀
山
に
お
け
る
水
銀
流
し
の
流
行
が
田
中
勝
介
と
関
わ
る
も

の
か
は
明
ら
か

で
は

な

い
。
し
か
し
佐
渡
に
は
金
座
後
藤
庄
三
郎

の
配
下
が
派
遣
さ
れ
、
金
銀
採
掘
と
精
錬
に
深
く
関
わ

っ
た
こ
と
か
ら
み
る
と
、
勝
介

の
渡
航
に
な

ん
ら
か
の
影
響
を

あ
た
え
た
よ
う

に
も
思
わ
れ
る
。

狗

や
が
て
、
勝
介
は
死
没
し
、
そ

の
代
は
宗
因
に
移
る
。
彼
が
京
都
金
座

で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
な
し
た
か
に

つ
い
て
は
明
確

で
は
な

い
が
、
彼

の
生
き
た
寛
永
文

σ

化

の
時
代
に
、
京
都
の
数
寄
者
、
千
宗

旦
や
鳳
林
承
章
と
交
際
す
る
姿
が
、
『隔
莫
記
』
や

『
元
伯
宗
旦
文
書
』
に
現
れ
る
。
次
章
に
お

い
て
は
朱
屋
田
中
氏
の
文
化

的
な
側
面
に

つ
い
て
記
し
て
み
た
い
。

二
、
田
中
宗
因

と
そ

の
周
辺

『元
伯
宗
旦
文
書
』
に
は
千
宗
旦

の
書
状
二
百
三
十
余
通
が
収
載
さ
れ

て
い
る
。
周
知

の
よ
う

に
宗
旦
は
千
利
休

の
孫
で
、
天
正
六
年

(
一
五
七
入
)
堺
に
生
ま

れ
た
。
利
休
が
秀
吉
か
ら
死
を
賜

っ
た
時
に
は
十
四
歳

で
、
大
徳
寺

の
喝
食
で
あ

っ
た
が
、
文
禄
三
年

(
一
五
九
五
)
頃
に
千
家
再
興
の
命
が
秀
吉
か
ら
下
り
、
寺

ノ
内
小
川
頭
町
、
本
法
寺
門
前

に
屋
敷

地
を
賜
る
と
、
還
俗
し
て
父
少
庵
と
と
も
に
京
千
家
の
繁
栄
に
尽
力
し
た
。
嫡
男

(三
男
)

の
宗
左
は
紀
州
徳

川
家
に
仕
え

て
表
千
家
を
、
末
子

の
宗
室
は
加
賀
前

田
家
に
仕
え
て
裏
千
家
を
、
ま
た
宗
旦
の
没
後
次
男
の
宗
守
は
武
者
小
路
千
家
を
そ
れ
ぞ
れ
立
て
て
、

い
わ
ゆ
る
三
千
家
が

朱
屋
田
中
勝
介

・
宗
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つ
い
て
ー

近
世
初
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朱
屋
田
中
勝
介

・
宗
因
に
つ
い
て
ー

近
世
初
期
京
都
の

一
町
人
像
-

成
立
し
た
。

『元
伯
宗
旦
文
書
』
は
、
そ

の
息

子
た
ち
に
宛
て
た
寛
永
十
年
か
ら
万
治
元
年

(
一
六
五
九
)
に
死
没
す

る
ま

で
の
宗
旦
自
筆

の
書
状
群
で
あ
る
。
こ
れ

が
表
千
家
に
伝
来
し
た
こ
と
も
あ

っ
て
宗
左
宛

て
の
も

の
が
最
も
多

い
。

こ
こ
に
朱
屋
宗
因

の
こ
と
が
た
び
た
び
記
さ
れ
て

い
る
。
そ

の
初
見
は
、
先
に
記
し
た
よ
う

に
、
寛
永
十
年
入
月
十
六
日
付

の
宗
左
宛
書
状

で
あ
る
が
、
同
年
十

⑳

二
月
五
日

の
書
状

に
は
、

一
、
十
甫
め
宗
任
事
心
得

候
、
両

へ
も
茶
湯

二
参
候
、
朱
や
宗
印
ト

は
な
し
候
、
出
入
之
衆

ハ
数
多
候
、
茶

の
あ

い
て

ニ
ハ
せ
め
て
宗
因

二
候
、
二
畳
之
座
敷

を
た
て
ら
れ
候
ゆ
え
わ
れ
く

石
舟
す

い
竹
ノ
を
因

二
い
た
し
申
候
、
懇

二
候
、
可
心
易
候
、

と
、
出
入

の
衆
は
多

い
が
、
茶

の
相
手
は
宗
因
が
よ

い
と
宗
旦
は

い
い
、
宗
因
が
二
畳
座
敷
を
建
て
た
こ
と
を
息
子
に
書
き
送

っ
て
い
る
。
寛
永
十

}
年
正
月
十
日

㈲

の
書
状

に
も

、

一
、

}
軸
七

ツ
は
な
し

候

て
、

其

上
三

ツ
朱

や
宗

因
6

参
候

、
し

ま

い
を
申

候
、
宗

易
寄

因

二
や

り

候
、

⑳

と
、
軸
物
が
宗
因
か
ら
贈
ら
れ
、
利
休

の
歌

の
軸
を
宗
因
に
贈

っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
同
年
二
月
十
入
日
の
書
状

に
も
、

圃

一
、
知
音
も
出
来
申
候
、
中

二
も
朱
や
宗
因
懇

二
候
、
便

二
礼
状
可
越
候
、
茶
湯
も
我
等

二
而
弥

々
せ
ら
れ
候
問
、

一
人
ノ
知
音

二
候
、

α

と
、
宗
旦
は
宗
因
が
最
も
懇
意
な
知
人

の
ひ
と
り
と

い
い
、
彼
が
茶
の
湯
を
宗
旦
か
ら
習

っ
て
い
る
こ
と
も
記
し
て
い
る
。

朱
屋
宗
因
は
、
利
休

の
孫

の
千
宗
旦
の
も
と
に
出
入
り
し
、
彼
か
ら
最
も
親
し

い
知
人
と
言
わ
れ
、
邸
内

に
二
畳
座
敷
を
構
え
て
、
利
休
ゆ
か
り
の
道
具
を
所
持

す
る
ひ
と
か
ど
の
数
寄
者

で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
極

め
て
呪
懇

の
間
柄

で
あ

っ
た
宗
旦
と
宗
因
は
寛
永
十
七
年
頃

に
仲
た
が
い
を
し
た
。
そ

の
理
由

は
明
確
で
は
な

い
が
、
寛
永
十
七
年
七
月
二
十
九

伽

日
付

書

状

に
は
、

】
、
了
佐
弥
申
談
懇

二
候
、
其
外
被
参
候
衆

口
切
来
月
可
申
と
存
候
、
宗
因
事

い
な
や

つ
に
て
候
、
わ
ひ
事
候

へ
共
不
承
、
わ
れ
く

二
は
ぬ
き
候
も

の
に
参

会
不
成
候
、
併
了
佐
き
も

い
り
間
□
□
て
よ
き
茶

ハ
の
ま
せ
可
覚
悟
候
、

⑳

と
あ
り
、
同
年
十

一
月
十
三
日
の
書
状
に
も
、

宗
因
事
別
懇

二
候
処
、
此
前
も
我
等

二
は
を
ぬ
き
候
、
又
今
度
も
は
を
ぬ
き
候
、
何
ト

ソ
気

ふ
た
る
事
を
[
]
さ
は
た
う
り

二
候

へ
共
、

い
つ
も
む
り

の
事
申



事
候

を
、

こ
ら

へ
候

て
中

た
か

い
申

候

ヘ
ハ
、

い
ま
外

聞

め

い
わ
く

か
り
了
佐

ナ

ト

ニ
あ
や

ま

り
た

る
よ

し
申

し

候

へ
共
、
我

等

き

、
不
申

候
、

と
、

か
な

り
辛

辣

な
言

葉

で
宗

因

を
罵

っ
て

い
る
。

こ

の
お

り
宗

旦

と
宗

因

の
あ

い
だ
を
仲
介

し

た

の
が

古
筆

了
佐

で
あ
る
。

「
了
佐

.宗

因

懇

二
候
、

く

わ
し

に
て

お

に

ち
く
く

客
よ
び
申
候
」
「
了
佐

・宗
因
懇
可
申
様
無
之
」

と
あ
る
よ
う
に
、
了
佐
と
宗
因
は
極
め
て
咤
懇

の
間
柄
で
あ

っ
た
。
了
佐

の
本
姓

は
平

沢
氏
と

い
い
、
は

じ
め
豊
臣
秀
次
に
仕
え

た
。
近
衛
前
久
か
ら
筆
道

の
秘
訣

口
伝
を
受
け
、
能
書

の
烏
丸
光
広

と
も
親
交
を
も
ち
、
古
筆

の
鑑
定
を
業
と
す
る
古
筆
家
を
立
て
た
。
彼

は
天
正
十
年

の
生

ま
れ
で
、
寛
永
十
年
の
段
階

で
は
五
十
二
歳

で
あ

る
。

天
正
六
年
生
れ

の
宗
旦
は
五
十
六
歳
で
あ
り
、
宗
因
も
彼
ら
と
同
年
配
、
お
そ
ら
く
五
十

代

の
半
ば
こ
ろ
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
し

て
み
る
と
、
勝
介

が
渡
海
し
た
こ
ろ
、
宗

因
は
二
十
代

の
半
ば
で
あ
る
。

さ
て
、
寛
永
十
七
年

に
は
仲

た
が

い
し

た
宗

旦
と
宗
因

で
あ

る
が
、
先
に
記
し
た
よ
う
に

『
隔
萱
ハ記
』
よ
る
と
寛
永

二
十
年
七
月
四
日
に
鹿
苑
寺
住
職
鳳
林
承
章

が
宗
旦

の
も

と
で
宗
因

と
出
会

っ
て
お
り
、
両
者

の
交
渉
は
続

い
た
よ
う
だ
。

こ
の
よ
う

に
、
宗
旦
が
宗
因
と
の
交
流

の
状
況
を
息
子
た
ち
に
頻
繁

に
書

き
送
る
の
は
、
宗
因

の
情
報
が
彼
ら
に
有
益
な
も

の
で
あ

っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
の

時
期
、
宗
左

・
宗
室
ら
宗
旦

の
自
心
子
た
ち
は
大
名
家

の
養

と
し

て
仕
官
す

る
た
め
に
奔
走
し
て
お
り
、

一
方
、
京
都
で
宗
旦
は
自
心
子

の
就
職
活
動
を
後
方
か
ら
援

助α

助
し
て

い
た
。

『
元
伯
宗
旦
文
書
』
所
載

の
宗
旦
書
状

に
は
京
都

の
有

力
筋

に
仕
官
の
仲
介
を
依
頼
し
た
こ
と
が
頻
繁

に
記
さ
れ
て
い
る
。
宗
因
も
ま
た
そ

の
よ
う
な

⑳

依
頼
先

の
ひ
と

つ
で
あ

っ
た
。
寛
永
十
七
年
八
月
二
十
日
の
宗
左
宛

て
書
状
に
は
、

一
、
貴
所
身
上
事
も
色
く

了
佐

・
宗
因
談
合
申
、
先
今
6
可
然
と
被
申
候
、

了
佐

・
宗
因
懇
、
猶

々

二
候
、
礼
状
是
又
可
上
候
、

と
、
宗
左

の
身
上
を
了
左
と
宗
因
に
談
合
し
た
と
記
し
て

い
る
。

こ
の
年

の
七
月
に
宗
左
は
仕
官
先

の
生
駒
家

が
断
絶
し
て
失
職
し
た
ば
か
り
の
と
こ
ろ
で
、
宗
旦

は
宗
佐

の
身

の
振
り
方
を
金
座

の
役
人
と
し
て
幕
府

や
諸
大
名
と
も
極
め
て
深

い
繋

が
り
を
持

つ
宗
因
に
相
談
し
た
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。
ち
な

み
に
、
後
年
、
宗

圃

旦
は
江
戸
銀
座
後
藤
少
斎
に
次
男
宗
守
の
銀
座

へ
の
仕
官
を
依
頼
し
た
こ
と
も
あ
る
。
意
外
な
就
職
先
に
も
見
え
る
が
、

こ
の
辺
り
も
宗
因
と
の
関
わ
り
を
思

え
ば
、

さ
ほ
ど
不
自
然
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
宗
因

は
数
寄
者
と
し

て
千
家
に
関
わ
る
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
息
子

の
就
職
先
斡
旋

と
い
う
実
質
的
な
面

で
も
、
当
時

の
千
家
を

支
え
た
よ
う

だ
。

さ
て
、
宗
因
は
同
時
代

の
記
録

『
隔
萱
ハ記
』

に
も
登
場
す
る
。
そ

の
初
見
は
寛
永
十
三
年
二
月
二
十
五
日
に
鳳
林
承
章
と
と
も
に
茶

の
湯
を
楽

し
ん
だ
記
事

で
、

こ
の
後
鳳
林

は
鹿
苑
寺

に
宗
因
を
招
き
、

ま
た
宗
因

の
も

と
に
も
赴

い
て
い
る
。
二
人
だ
け
で
会
う

ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
茶
席
に
は
多
く

の
人

々
が
相
伴
し

た
。

朱
屋
田
中
勝
介

・
宗
因
に
つ
い
て

近
世
初
期
京
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(表1)

茶会等同席者一覧

年 月 日 場 所 同 席 者 内 容

寛 永13(1636).3。10. 鹿苑寺 小川坊城俊完 ・芝山宣豊 ・長福寺久首座 茶 湯

寛 永13.4.23. 鹿苑寺 山村栄智 ・本法寺知存 茶 湯

寛 永13.4.25. 本法寺 山村栄智 ・本法寺知存 茶 湯

寛 永13.10.14. 宗因宅 等闇 振 舞

寛 永14(1637).7.23. 鹿苑寺 武田信勝 ・山村栄智 ・本法寺知存 ・不動院円盛

寛 永14.11.2. 鹿苑寺 武田信勝 小 団

寛 永15(1638).1.25. 宗因宅 山村栄智 打 談

寛 永15.2.1. 栄智宅 山村栄智 ・本法寺知存 ・古筆了佐 茶 湯

寛 永15.2.7. 宗因宅 武田信勝 ・本法寺知存 茶 湯

寛 永15.7.17. 鹿苑寺 宗貞 茶 湯

寛 永15.9.21. 宗因宅 等闇 茶 湯

寛 永15.11.25. 鹿苑寺 神辺宗利 ・五十嵐七郎右衛門 小 団

寛 永16(1639).1.7. 鹿苑寺 武田信勝 ・蓮台寺花坊正音 ・久世新五郎

寛 永16.4.26. 鹿苑寺 武田信勝 茶 湯

寛 永18(1641).10.3. 宗因宅 五十嵐七郎右衛門 ・北野社能喜 茶 湯

寛 永18.11.1. 鹿苑寺 武田信勝 茶 振 舞

寛 永19(1642).12.1. 宗因宅 本阿弥権左衛門 眼病見舞

寛 永20(1643).6.11. 本法寺 本法寺知存 茶 湯

寛 永20.7.4. 宗旦宅 千宗旦 茶 湯

正 保2(1645).5.1. 宗因宅 田中小左衛門(茶 堂)・蓮台寺石倉坊 茶 湯

正 保2.10.3. 宗因宅 五十嵐七郎右衛門(茶 堂) 茶 湯

正 保2.10.18. 鹿苑寺 五十嵐七郎右衛門 茶 湯

正 保4(1647).8.10. 鹿苑寺 本阿弥光甫 ・田中宗因 ・平 田小左衛門 茶 湯

慶 安2(1649).9.12. 宗因宅 本法寺知存 茶 湯

慶 安2.10.3. 本法寺 本法寺知存 茶 湯

慶 安3(1650).1.29. 宗因宅 武田信勝 ・本阿弥光与 茶 湯

*掲 載項 目は同席者 のいるもののみに限 り、鳳林承章 と田中宗因の ものは除いた。

*同 席者の うち鳳林の従者は省 いている。 また同席者名 に鳳林 と宗因は記 していない。
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そ

れ
を

}
覧

表

に
し

た

の
が

(表

1
)

で
あ

る
。

こ
こ
か
ら

宗

因
周

辺

の
人

々
を
追

っ
て

み
た

い
。

ま
ず

、

田
中

宗
因

の
身

内

か
ら
見

て
ゆ

き

た

い
。

『隔

莫

記

』
寛

永
十

五
年

十
月

十

日
条

「
田
中
宗

因

為

見
物

、
被

来
、

妻

子
同
道

、

而
見
物

也

。
」

と

の
記

事

か

⑬

ら
宗
因
に
は
妻
子
が

い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
宗
因

の
子
供

に
つ
い
て
は
、
本
法
寺
教
行
院
蔵

の
日
徳

・日
富
上
人
本
の
過
去
帳
に
、
「朱
屋
宗
因
息
女
」
で

「
五

十
嵐
新
兵
衛
母

】
口
院
、
妙
法
」

の
命
日
が
寛
文
八
年
五
月
十

一
日
と
、
ま
た

「五
十
嵐
新
兵
衛
庄
兵
衛
父
持
善
院
宗
伴
日
受
」
の
命
日
が
延
宝
八
年

一
月
四

日
と

記

さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
か
ら
宗
因

に
は
娘

が
お
り
、
五
十
嵐
家

に
嫁

い
で
新
丘
ハ
衛
と
庄
兵
衛

の
二
人
の
息
子
を
生
ん
だ
と
知

れ
る
。
夫
は
法
名
し
か
記
さ
れ
て

い
な

い
が
、

(表

1
)

に
は
、
四
回
ほ
ど
鳳
林
・
宗
因
と
同
席
す
る
五
十
嵐
七
郎
兵
衛
が
お
り
、
彼

が
宗
因

の
婿
と
も
考
え
ら
れ
る
。
正
保

二
年
五
月

一
日
に
茶
会
の
茶
堂

を

つ
と
め
た
田
中
小
左
衛
門
は
、
同
年
四
月
二
十
日
条

に

「
田
中
宗
因
、
而
振
舞
也
。
(中
略
)
弟
之
小
左
衛
門
者
依
隙
入
、
不
被
来
也
。
」
と
あ
り
宗
因

の
弟

で
あ

る
。

い
ま
分
か
る
限
り

の
宗

因
の
家
族
に

つ
い
て

(表
2
)

に
ま
と
め
た
。

宗
因

一
家
の
住
居
も

『
隔
糞
記
』
か
ら
推
測
で
き
る
。
た
と
え
ば
正
保
二
年
四
月
二
十
四
日
に
本
法
寺
門
前
小
川
頭
町

(小
川
通
寺
之
内
上

ル
)

の
宗
旦
の
も
と

で
茶

の
湯
を
行

っ
た
お
り
、

そ
の
席

に
宗

因
か
ら
の
使
者
が
来
て
、
そ
の
後
、
鳳
林
は
宗
旦
か
ら
宗
因

の
も
と
に
立
ち
寄

っ
て
い
る
。
ま
た
正
保

四
年

一
月
十
六
日

の
年
賀

の
お
り
の
ル
ー
ト
は
、
相
国
寺
↓
金
森
宗
和
邸
↓
武

田
信
徳
邸
↓
宗
因
邸
↓
宗
旦
邸
↓
般
舟
院

の
順
で
あ
り
、
武
田
信
徳
邸

の
位
置
は
不

明
だ
が
、
金

森
宗

和

の
居
宅
は
御
所
入
幡
上
半

町

(鳥
丸
通
上
立
売
下

ル
)
で
あ
る
か
ら
、
宗
因
は
小
川
通
と
烏
丸
通

の
間

の
お
そ
ら
く
本
法
寺
に
近

い
場
所
に
住
ん
で
い
た
と
推
測

G①

さ
れ
る
。
さ
ら
に
鳳
林
が
近
衛
信
尋

の
桜

御
所
か
ら
宗
因
宅

に
立
ち
寄

る
記
事
が
二
例
あ
り
、
宗
因
宅

は
近
衛
邸

の
近
辺
と
も
思
わ
れ
る
。
桜
御
所
は
南
北
を
上
立ト

(表2>宗 因関係系図

売
通
と
今
出
川
通
、
東
西
を
新
町
通
と
小
川
通
に
囲
ま
れ
た
中
央

に
位
置
し
、
そ
の
西
側
、

ノ

川
通
を
挟
ん
で
本
阿
弥

一
族

が
居
住
す
る
本
阿
弥
図
子

が
あ
る
。
朱
屋
隆
清
の
も

と
で
光
悦
が

謡
本
を
訂
正
し
た
と

の
識
語
か
ら
、
朱
屋

田
中
家
は
本
阿
弥
図
子
に
も
近

い
場
所
と
思
わ
れ
、

し
て
み
る
と
本
法
寺
門
前
、
本
阿
弥
図
子
、
桜
御
所
を
結
ぶ
三
角
地
点
の
範
囲
内

に
居
宅
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
(図
1
)
。

こ
の

一
帯
は
、
本
法
寺
、
妙
蓮
寺
、
妙
顕
寺
、
妙
覚
寺
な
ど

の
日

蓮
宗
寺
院
が
軒
を
並

べ
、
そ
れ
を
囲
む
よ
う
に
門
徒
の
茶
屋
家
、
後
藤
家
、
本
阿
弥
家

の

】
門

が
集
住
す
る
場
所
で
あ

っ
た
。

田
中
宗
因
も
ま
た
、
彼
ら
と
信
仰
を
お
な
じ
く
し
た
京
都
上
京

朱
屋
田
中
勝
介

・
宗
因
に
つ
い
て
1

近
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初
期
京
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の
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像
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の
上
層

町
衆
で
あ

っ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、

(表
1
)
に
戻
り
、
茶

の
湯
の
う
え
で
の
宗
因

の
交
流
を
見
て
み
よ

う
。
鳳
林
と
宗
因

の
茶
会

で
最
も
相
伴
回
数

の
多

い
の
が
本
法
寺
知
存

で
あ
る
。

知
存
の
来
歴

は
明
確

で
は
な

い
が
、
田
中
家
が
日
蓮
宗
門
徒

で
、
本
法
寺
塔
頭

玉
樹
院
を
建
立
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
関
係

は
う
な
ず
け
る
。

さ
ら
に

一
覧
表
の
茶
会

の
場
を

み
る
と
、
鹿
苑
寺
と
宗
因
自
宅

の
他
で
は
本
法

寺
が
最
も
多

い
。
『
隔
莫
記
』
に
よ
れ
ば
本
法
寺

で
は
茶
の
湯

の
み
な
ら
ず
、
立

花
会
な
ど
も
再
三
催
さ
れ
て
お
り
、
本
法
寺
を
場
と
し
た
サ

ロ
ン
が
形
成

さ
れ

て
い
た
よ
う
だ
。
こ
の
サ

ロ
ン
に
加
わ

っ
た
の
が
先

に
記
し
た
よ
う

に
本
法
寺

門
前

の
千
宗
旦
、
彼
と
呪
懇

の
古
筆
了
佐

で
あ
る
。
そ

の
他

に
も
、
以
下

の
人

々

働

が
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
あ
げ
ら
れ
る
。

q

知
存

に
次

い
で
同
席

の
多

い
武
田
信
勝
は
、
後
水
尾
院
や
秀
忠

の
典
医

で
法

眼
位
を
受
け
た
武
田
道
安
信
重

の
弟
で
あ
り
、
彼
も
ま
た
禁
裏

に
出
入
り
し
た

㈲

儒
医
で
あ
る
。
山
村
栄
智

の
来
歴
は
不
詳
だ
が

『元
伯
宗
旦
文
書
』

に
は

コ

、

山
村
栄
智
肝
煎
、

い
な
べ
い
右
衛
門

二
相
申
候
や
、
相
州

へ
之
事
、

一
段
可
申

岡

由
候
」
と
、
宗
旦
が
生
駒
家
を
失
職
し
た
千
宗
左
の
た
め
に
、
相
州
稲
葉
家

へ

の
仕
官

の
仲
介
を
山
村
栄
智
に
依
頼
し
て

い
る
。

こ
こ
か
ら
、
宗
因
同
様

に
大

名
筋

に
縁
故
を
持

つ
、
か
な
り
有
力
な
京
都
の
町
人
と
分
か
る
。
神
辺
宗
利
は

さ
ほ
ど
著
名
な
人
物
で
は
な

い
が
、
息
子
十
右
衛
門
と
と
も
に
頻
繁

に
鹿
苑
寺

を
訪
れ
て
お
り
、
『
隔
糞
記
』
か
ら

つ
ぎ

の
よ
う
な
彼

の
動
向
が
う
が
が
え
る
。

■



↑

ハ
リ

の

宗
利
は
も
と
庄
兵
衛
と

い
い
西
陣
在
住

で
あ
る
。
そ

の
家
業

は
定

か
で
は
な

い
が
、
鳳
林
が
彼

に
依
頼
し
て
蒔
絵

や
漆
器
を
読
え
た
り
、
ま
た
息
子
の
十
右
衛
門
が

㈲

幕
府

の
御
抱
蒔
絵
師

で
あ

る
幸

阿
弥
与
兵
衛
長
重
と
呪
懇

で
あ
る
点
か
ら
、
漆
器
関
係

の
取
り
引
き

が
家
業

で
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

ま
た
息
子
は
鼓

に
堪
能

㈹

な
手
猿
楽
者
で
、
狂
言
役
者
な
ど
を
鹿
苑
寺
に
同
道
し
て

い
る
。
こ
と
に
宗
利

は
宗
旦
と
懇
意

で
あ
り
、
鳳
林

の
も
と
に
た
び
た
び
宗
旦
と
訪
れ
て

い
る
。
宗
利

の

み
な
ら
ず
、
信
勝
、
了
佐
、
知
存
、
栄
智
ら
は
、
宗
旦
と
も
呪
懇

で
、
『
隔
萱
ハ記
』
の
宗
旦
関
係

の
記
事
に
は
必
ず
顔
を
見
せ
て
お
り
、
朱
屋
宗
因
と
田
中
宗
因
が
同

一
人
物
で
あ

っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
。

ま
た
、

『
隔
萱
ハ記
』
寛
永
十
四
年
四
月
二
十
七
日
条

に
は

「
以
田
中
宗
因
、
読
釜
也
。
釜
屋
之
紹

(浄
)
味
。
」

と
、
宗
因
が
鳳
林

は
茶
釜

を
宗
因
を
通
じ
読
え
た

㈹

く
だ
り
が
あ
る
。
他

に
も
、
茶
匠
金
森
宗
和
切
形
の
釜
読

え
の
仲
介
を
お
こ
な
う
な
ど
、
釜
屋
浄
味
と
は
か
な
り
親
し
か

っ
た
よ
う

だ
。
浄

味
は
京
都
三
条

の
釜
座

の
釜
師
で
、
方
広
寺

の
大
鐘
鋳
造

に
も
鋳
物
師
棟
梁

と
し

て
加
わ

っ
た
名
工

で
、
彼
も
ま
た
宗
因
周
辺

の
人
物
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
上
京

の
上
層

町
衆
田
中
宗
因

の
周
辺
に
は
、
禁
裏
出
入
の
儒
医
、
町
衆
、
茶
匠
、
漆
器
類

の
仲
介
商
、
古
筆

鑑
定
家
な
ど
が
お
り
、
茶

の
湯
を
通

じ
て
親
交

の
輪
を
広
げ
て

い
た
。

三
、

宗
因

と
鷹

ヶ
峯
光

悦
町

『隔
萱
ハ記
』
に
み
る
田
中
宗
因

の
周
辺

の
人
々
の
な
か
に
は
、
本
阿
弥
光
悦
の
孫

の
光
甫
、
そ

の
弟

の
光
与

の
ほ
か
、
本
阿
弥
姓
を
も

つ
人

々
が
か
な
り

い
る

(表

1
参
照
)
。
先

に
記
し

た
よ
う

に
、
「
丹
後
物

狂
し

の
識
語

に
は
朱
屋
隆
清

こ
と
田
中
勝
介

の
も
と
で
、
本
阿
弥
光
悦

が
本
文
訂
正
を
行

っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
お
り
、

田
中
家

の
本
阿
弥
家
と

の
関
わ
り
は
隆
清
時
代
に
遡

る
も

の
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
光
悦
没
後
に
い
た
る
ま
で
本
阿
弥
家
と
の
関
係
が
続

い
て
い
た
こ
と
を
示
す
事
件

が

『
隔
萱
ハ記
』

に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
鹿
苑
寺
領
と
光
悦
町
と
の
堺
目
争
論

で
あ
る
。

近
世

の
鹿
苑

寺
領
は
三
百
五
十
石
で
、
そ

の
う
ち

二
百
九
十
入
石
余
が
鹿
苑
寺

の
所
在
す
る
大
北
山
村
内

に
設
定
さ
れ
て
お
り
、

大
北
山
村
鹿
苑
寺
領
は
北
側
に

鷹

ヶ
峯
光
悦
町
と
堺
を
接
し
て

い
た
。

こ
こ
は
元
和
元
年

(
一
六

一
五
)

に
光
悦

が
徳
川
家
康

か
ら
拝
領
し
た
土
地

で
、
光
悦
は

一
族
や
縁
者
を
連
れ
て
鷹

ヶ
峯
に

働

移
住
し
た
。
「
光
悦
町
古
図
」

に
も
光
悦
屋
敷
を
中
心
に
街
路
に
面
し
た
五
十
五
軒

の
家
並

が
描
か
れ
て

い
る
。

朱
屋
田
中
勝
介

・
宗
因
に
つ
い
て
ー

近
世
初
期
京
都
の

一
町
人
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光
悦
町
と
鹿
苑
寺

の
間

に
、
寛
永
末
年
か
ち
堺
目
争
論

が
勃
発
し
た
。
最
初
の
争

い
は
寛
永
二
十
年
四
月

の
こ
と
で
、
鳳
林
は
二
十
五
日
に

「
吉
権
赴
干
田
中
宗

因
也
。
本
阿
弥
光
悦
屋
敷
之
出
入
依
有
之
、
其
子
細
故
、
赴
宗
因
也
。
」
と
光
悦
屋
敷
と
の
争
論

の
た
め
に
鹿
苑
寺
代
官
吉
田
権
右
衛
門
を
宗
因

の
も

と
に
遣
わ
し

た
。
そ

の
三
日
後

の
二
十
入
日
に
は

「
千
足
之
本
阿
弥
屋
敷
之
境
目
出
入
之
肝
煎
故
、
田
中
小
左
衛
門
被
来
干
北
山
也
。
相
対
也
。
」
と
宗
因

の
弟
小
左
衛
門

が
出
入

の
仲
介
と
し
て
鹿
苑
寺
を
訪
れ
て

い
る
。

こ
の
争

い
の
経
過
は
明
確
で
は
な

い
が
、

一
応
問
題
は
収
束
し
た
ら
し
く
、
六
月
十

一
日
の
本
法
寺
知
存

の
茶
会

で
鳳
林

は
宗
因
に
会

い

「
於
知
存
、
而
宗
因
之
日
、
今
度
千
束
之
屋
敷
之
出
入

二
付
、
本
阿
弥
光
甫
被
申
分
、
物
語
也
。
」
と
、

こ
の
時
期
の
本
阿
弥
家

の
当
主

で
あ

る
光
悦

㈹

の
孫
光
甫

の
主
張
を
宗
因
か
ら
聞

い
て

い
る
。

正
保
二
年
十

一
月
十
七
日
に
も

「
神
辺
十
左
衛
門
被
来
、
本
阿
弥
光
益
被
申
屋
敷
事
、
其
故
、
十
左
被
来
也
。
」
と
、
や
は
り
光
悦
町
に
屋
敷
を
構
え
る
光
益
と
の

間
で
問
題
が
生
じ
た
ら
し

い
。
こ
の
お
り
鳳
林

の
も
と
の
訪
れ
た
神
辺
十
左
衛
門
は
、
本
法
寺
サ

ロ
ン
に
出

入
り
す
る
神
辺
宗
利

の
息
子
で
あ
る
。

続

い
て
正
保
三
年
四
月
二
十
三
日
、
鹿
苑
寺
領
と

の
堺
目
の

一
の
井
芝
原
に
光
悦
町

の
住
人
が
押
し
入
り
杭
打
ち
を
行

っ
た
こ
と
か
ら
争
論
が
再
発
し
た
。
翌
月

の
五
月
十
日
に
、
鳳
林
は
伏
見
の
代
官
奉
行
小
堀
遠
州
を
訪
れ
て
書
付
や
絵
図
を
渡
し
た
が
解
決
を
見
ず
、
争

い
は
翌
年
に
持
ち
越
さ
れ
た
。
今
度

の
相
手
は
洛
中

に
本
拠
を
置
き
光
悦
町
に
も
屋
敷
を
持

つ
雁
金
屋
尾
形
家
で
あ
る
。

こ
の
争
論
は
正
保
四
年
入
月
十
五
日
条

に
、

本
阿
弥
光
甫
今
午
時
赴
千
足
光
悦
町
、
而
有
振
舞
之
由
。
其
次
自
先
年
、
出
入
穿
竪
有
之
、
小
方

(尾
形
)
屋
敷
之
境
目
之
事
可
相
済
。
然
則
、
吉
権
相
対
、

令
相
談
、
可
相
済
之
由
。
依
然
、
今
日
吉
権
又
赴

一
之
井
之
芝
原
、
而
与
光
甫
、
令
相
談
也
。
尾
形
屋
敷
出
入
相
済
也
。

一
之
井
芝
原
数
年
尾
形
押
領
仕
分
、

南
北
弐
十
間
東
西
七
間
今
日
返
置
也
。
錐
然
、
本
光
甫
依
挨
拶
、
自
今
以
後
者
、
右
押
領
之
分
之
地
者
出
地
子
料
、
而
可
預
置
也
。
達
而
依
懇
望
、
地
子
料
相

定
、
預
置
筈
、
相
済
也
。

と
あ
る
よ
う
南
北
二
十
間
東
西
七
間

に
拡
大
し

た
押
領
地
を

一
旦
鹿
苑
寺
に
返
却
し
た
う

え
で
改
め
て
借
用
し
地
子
料
を
収
め
る
と

い
う

こ
と
に
話

が
決
ま
り
、
争

論
は
決
着
し
た
。

尾
形
屋
敷
と
の
争
論
に
お

い
て
、
鳳
林

は
異
な

っ
た
方
向
か
ら
解
決
を
計

っ
て
い
る
よ
う
だ
。
ま
ず
、
正
保
四
年
三
月
七
日
に
は

「
吉
権
帰
山
之
次
、
於
田
中
宗

因
、
而
立
寄
、
本
阿
弥
光
甫
江
申
遣
之
段

々
、
令
演
説
也
。
」
と
宗
因
に
依
頼
し
て
光
甫

へ
の
交
渉
を
行
う
。

さ
ら
に
三
月
二
十
七
日
に
は

「
西
瀬
為
使
、
遣
半
井
騒

庵
公
也
。
小
出
伊
勢
守
殿
江
予
可
見
舞
之
内
談
也
。
其

次
、
西
瀬
遣
干
田
中
宗
因
也
。
本
阿
弥
光
甫
江
之
義
付
也
。
」
と
従
者

西
川
瀬
兵
衛
を
宗
因
の
も
と
と
半
井
騙
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庵

へ
と
に
遣
わ
し
て
い
る
。

こ
の
お
り
鳳
林
は
騙
庵
を
通
じ
上
方
奉
行
の
小
出
伊
勢
守
吉
親

の
力
を
借
り
よ
う

と
し
て
書
状
を
遣
わ
し
た
。
そ
の
折
と
思
わ
れ
る
騙

庵
宛

の
鳳
林
書
掘
に
は
、
「此
義

二
付
、

本
阿
弥
光
甫

へ
内
□
断
申
候

へ
共
、
干
今
不
相
済
、
」
と
、
光
甫

へ
の
交
渉

の
不
調
を
訴
え
、
ま
た

「
板
倉
周
防
守

へ
も
右

之
趣
、
境
内
之
絵
図
を
も
御
目

二
か
け
申
候
、
」
と
、

こ
の
件

に
つ
い
て
所
司
代

の
板
倉
重
宗

に
も
訴
え
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

四
月
四
日
に
は

「平
田
小
左
衛
門
為
案
内
者
、
初
赴
本
阿
弥
光
甫
也
。
吉
権

召
連
也
。
小
左
衛
門
待
合
故
、
先
到
神
辺
十
左
衛
門
所
、
則
小
左
衛
門
被
来
。
令
同

道
、
赴
本
光
甫
、
相
対
、

一
井
之
芝
原
之
出
入
、
令
相
談
也
。
」
と
、
鳳
林

は
神
辺
十
右
衛
門
と
と
も
に
本
阿
弥
光
甫

の
屋
敷
を
訪
れ

て
い
る
。
案
内
を
し
た
平
田
小

左
衛
門
も
ま
た
田
中
宗
因

の
配
下
で
あ
る
。
そ
し
て
、
八
月
十
日
条

に
は
、

午
時
本
阿
弥
光
甫
被
来
也
。

一
井
之
芝
原
、
光
悦
町
之
者
押
領
仕
事
有
之
。
依
其
、
光
甫
相
談
有

之
、
可
相
尋
之
由
。
依
然
、
内

々
今
日
相
招
也
。
田
中
宗
因

.

平
田
小
左
衛
門
挨
拶
故
、
相
招
也
。
光
甫
者
初
而
被
来
也
。
青
銅
百
疋
自
光
甫
、
被
恵
之
也
。
田
宗
因
者
自
此
方
、
乗
物
昇

四
人
迎
遣
之
也
。

(中
略
)
菓
子
之

中
、
出
入
之
談
合
也
。
来
十
五
日
、
於
光
悦
町
、
有
月
見
。
其
次
、
与
吉
権
、
出
合
、
屋
敷
見
合
、
可
有
相
談
也
。
吉
権
又
十
五
日

一
井
之
芝
原
辺
可
被
出
、

光
甫
亦
可
出
之
約
束
也
。

⑬

と
・
宗
因
・
光
甫
・
鳳
林

の
三
者
の
内
談
が
、
鹿
苑
寺
で
行
わ
れ
、
八
月
十
五
日

の
最
終
決
着

の
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
十
月
十
六
日
に
、
鳳
林
は

一
番

σ

の
功
労
者

で
あ
る
宗
因
を
訪
れ

「尾
形
屋
敷
出
入
相
済
之
首
尾
、
具
令
演
説
也
。
」
と
、
問
題

の
落
着

を
伝
え

て
い
る
。

最
初
、
鳳
林
は

こ
の
問
題

の
解
決
を
、
小
堀
遠
州
、
板
倉
重
宗
な
ど

の
京
都
支
配
に
携
わ
る
人
々
に
委
ね
よ
う
と
し
た
が
う
ま
く

い
か
ず
、

さ
ら
に
小
出
吉
親

に

ま

で
話
を
も
ち
こ
ん
だ
。

だ
が
吉
親
に
よ
り
解
決
が
計
ら
れ
た
形
跡
は

『隔
莫
記
』
に
な
く
、
最
終
的

に
は
当
事
者
同
志
の
歩
み
寄
り
と
い
う

こ
と
に
な

っ
た
よ
う

だ
。
そ
れ
は
京
都
支
配
に
携
わ
る
人
々
が
、
家
康
か
ら
光
悦
が
直
接

に
拝
領
し
た
と

い
う
由
緒
を
持

つ
光
悦
町

へ
の
介
入
を
意
識
的
に
回
避
し

た
た
め
で
あ
る
ま

い

か
。
も
し
そ
う

で
あ
る
な
ら
ば
こ
の
争
論
を
結
果
的
に
は
解
決

に
導

い
た
田
中
宗
因
が
も

つ
、
本
阿
弥
家
と
光
悦
町

へ
の
影
響
力

の
強
さ
が
う

か
が
え
る
。

で
は
、

田
中
宗
因
は
ど
の
よ
う
な
形

で
光
悦
町

に
関
わ

っ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。

こ
の
点

に
つ
い
て
、
宗
因

の
周
辺
か
ら
推
測
を
加
え
た
い
。
先

に
も
記
し
た

よ
う
に
、
宗
因

の
周
辺
に
は
、
本
法
寺
サ

ロ
ン
に
出
入
り
す
る
様

々
な
人

々
が
い
た
。
書
跡
の
目
利
と
流
通

に
深
く
関
わ
る
古
筆
了
佐
と
は
極

め
て
呪
懇

の
間
柄
で

あ
る
。
さ
ら
に
蒔
絵
や
漆
器
の
流
通
に
関
わ
る
神
辺
宗
利
と
息
子
十
右
衛
門
、

こ
の
神
辺
家

の
周
辺

に
は
幸

阿
弥
長
重
な
ど
の
蒔
絵
師

の
集
団

が
い
た
。
宗
因
の
婿

と
思
わ
れ
る
七
郎
兵
衛
は
五
十
嵐

の
姓
を
持
ち
、
蒔
絵
師
五
十
嵐
家
と
の
関
係
も
う
か
が
え
る
。
宗
因
は
釜
師
と
も
交
流
を
も

っ
て
お
り
、

い
わ
ば
美
術
工
芸
品

の

朱
屋
田
中
勝
介

・
宗
因
に
つ
い
て
i

近
世
初
期
京
都
の

一
町
人
像
1

榊　



朱
屋
田
中
勝
介

・
宗
因
に
つ
い
て
-

近
世
初
期
京
都

の
一
町
人
像
～

製
作
者
や
流
通
者
な
ど
と
の
関
わ
り
が
強
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
田
中
家
が
お
そ
ら
く
は
朱
を
商
う
業
者

で
あ
り
、
ま
た
後
藤

の
配
下
と
し
て
金

・
銀
を
容
易

に
入

手
で
き
る
立
場
に

い
た
た
め
、
原
料
の
供
給
と
い
う
面

で
工
芸
品
製
作

に
深
く
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
水
銀
は
朱
漆

の
金
銀

は
蒔
絵

の

原
料
と
な
る
と

い
っ
た
よ
う

に
で
あ
る
。

光
悦
も
ま
た
、
蒔
絵

の
製
作
に
携
わ

っ
た
と
言
わ
れ
、
金
銀

で
装
飾
さ
れ
た
料
紙
に
流
麗
な
書
を
記
し
た
。
そ

の
光
悦
と
朱
屋
隆
清
は
関
わ
り
を
持

つ
。
光
悦
が

一
門
を
率

い
て
移
住
し
た
鷹

ヶ
峯
光
悦
町
に
は
、
本
阿
弥

「
門
を
は
じ
め
蒔
絵
師
土
田
宗
沢
や
紙
屋
宗
仁
、
筆
屋
妙
喜
な
ど
が
屋
敷
を
か
ま
え
、
法
華
信
仰
を
紐
帯

と
す
る
芸
術
村

の
様
相
を
呈
し
て

い
た
。

こ
の
光
悦
町
に
光
悦
没
後
、
朱
屋
宗
因
が
強

い
影
響
力
を
持

っ
て
い
る
。
隆
清
か
ら
宗
因

へ
と
、
朱
屋
は
二
代

に
わ
た
り
、

原
料

の
供
給
や
商
品
の
流
通
と

い
っ
た
面
を
担
当
し
、

こ
の
パ
ト

ロ
ン
の
存
在
も
あ

っ
て
、
寛
永
文
化

の
時
代

に
光
悦
と
そ

の
工
房
は
、
光
悦
様

の
華
麗
な
蒔
絵
や

書
な
ど
を
、
多
量

に
生

み
だ
し
た
の
で
あ
る
ま
い
か
。

㈲

す

で
に
、
林
屋
辰
三
郎
氏
は
光
悦
の
嵯
峨
本
出
版
に
お
け
る
角
倉
家

の
後
援
者
と
し
て
位
置
を
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
関
わ
り
が
朱
屋
と

の
間
に
も
あ

っ
た
よ
う
に
わ
た
く
し
は
思
う

の
で
あ
る
。
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お

わ

り

に

慶
長
十
五
年
、
日
本
人
で
始
め
て
ノ
ヴ
ァ
イ

ス
パ

ニ
ア
に
渡
航
し
た
、
京
都

の
町
人
田
中
勝
介

に
つ
い
て
、
寛
永
十
年
以
後
に
記
録

に
現
れ
る
田
中
宗
因
を
重
ね

る
形
で
明
ら
か
に
し
た
。
そ
こ
に
は
、
後
藤
庄
三
郎

や
本
阿
弥
光
悦
、
千
宗
旦
な
ど
も
交
叉
し
、
近
世
初
期

の
京
都
の
経
済
と
文
化

の
担

い
手
と
し
て

の
上
層
町
衆

像

が
朱
屋
田
中
氏

の
な

か
に
浮

か
び
あ
が
る
。

も

っ
と
も
、
宗
因
は
勝
介

の

[
門
と
は
思
わ
れ
る
も

の
の
、
ど
ん
な
関
係
で
あ

っ
た
か
は
確
定
で
き
な
か

っ
た
。
ま
た
、
朱
屋
田
中
氏
が
、
光
悦
と
そ
の
芸
術
村

の
パ
ト

ロ
ン
で
あ

っ
た
か
に

つ
い
て
も
、
充
分
に
実
証
し
た
と
は
言

い
難

い
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
全
て
課
題
と
し
て
残
し
、
周
辺
史
料
や
光
悦

の
実
作
品
な
ど
と

も
あ
わ
せ
て
考
え

て
ゆ
き
た
い
。



註

ω

京
都
町
人
と

海
外
貿
易

の
関
わ
り
、
後

の
状
況

に

つ
い
て

は
以
下

に
詳

し

い
。
中
田
易
直
著
「
近
世
初
頭

の
貿
易
商
人
た
ち
」

『日
本
人
物
史
体
系
』
第
三
巻

(朝
倉
書
店

一

九
五
九
年
)
、

『京
都

の
歴
史
』
第
四
巻

(平

凡
社

一
九
六
九
年
)
、
朝
尾
直
弘
著

『日
本

の
歴
史
十
七

鎖

国
』

(小
学
館

一
九
七
五
年
)
、
林
屋
辰

三
郎
著

『角
倉
素
庵
』

(朝

日
新
聞
社

一
九
七
八
年
)
、
岩
生
成

一
著

『新
版

朱
印
船
貿
易
史

の
研
究
』

(吉

川
弘
文
館

一
九
八

五
年
)
。

②

前
掲

『京
都

の
歴
史
』
第
四
巻
四
〇
七
頁
、
四
五
〇
頁
。

③

岡
本
健

一
著

「伝
統
主
義

の
系
譜
-
鷹
峯
光
悦
町

の
形
成

と
解
体
」
『藝
能
史
研
究
』
第

二
号

二

九
六
一二
年

〉、
源
城
政
好
著

「
光
悦
の
鷹

ヶ
峯
村
ー
芸
術
村

に
み
る
上
層

町
衆

の
文
化

」
『京

の
歴
史
と
文
化

5

洛

朝
廷
と
幕
府

』

(講
談
社

一
九
九
四
年
)
。

ω

村
上
直
次
郎

訳
註

『異
国
叢
書
』
復
刻
版

(雄
松
堂
書
店

刊
)
所
収
。

㈲
⑥

前
掲

(註

㈹
)

『
ビ
ス
カ
イ
ノ
金
銀
島
探
検
報
告
』
。

ω
ω

本
稿
で
は

『史
籍
雑
纂
』
第

二
巻
所
収
本
を
使
用
し
た
。

⑧

塚
本
豊
次
郎

著

『
日
本
貨
幣
史
』

二

九
二
六
年
初
版
、
思

文
閣
出
版

一
九
七
二
年
再
版
)。

⑧

書
状

の
再
訳

文
は

「
ド

ン

・
ロ
ド
リ
ゴ
日
本
見
聞
録
」

(村

上
直
次
郎

訳
註

『異
国
叢
書
』
復
刻
版
所
収
)

六
七
頁

の
註
に
引
用
さ
れ
て

い
る
。

徳

川
家
達

献

上
本
。

『内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
』
第
六
五

巻
所
収
。

響

羅

難

鑓

咽緩

灘弾
蘇
響
髪
糎

灘

大濫

難
所鯉
聾

壌
嚢

撫
薮
籔駄
ボ
題
によ
っー

日
爪
忠
丘ハ衛
手

燗

択
本
六
+
五

冊
の
内
訳
は
法

政
大
学
能
楽

研
究
所
蔵
五
+

五
冊
、
鴻
山
文
庫
蔵
九
冊
、
個
人
蔵

一
冊

で
あ

る
。

qの

赤
松
俊
秀
編

鹿
苑
寺
刊
。

㈲

千
宗
左
編

茶
と
美
舎
刊
。
尚
、
宗
旦
書
状

に
年
次
は
明
記
さ
れ
て

い
な

い
が
曾
我
部
陽
子

・清
瀬
ふ
さ
子

氏
に
よ

っ
て
詳
細
な
年
次
推
定
が
な
さ
れ

て
お
り

(「宗

旦
年
表

注
記
」
『
元
伯

宗
旦
文
書
』
所
収
)
、
本
稿
で
も
そ

の
推
定

に
も

と
づ
き
年

次
を
記
し
、
書
状
番
号
も

明
記

し
た
。

⑯

現
在
教
行
院

が
所
蔵
す
る
過
去
帳

に
は
、
幕
末
か
ら
明
治

に
か
け
て
日
如
上
人

に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
二
本

の
他

に
、
以
下

の
過
去
帳
が
あ

る
。
①

日
徳

・
日
富
上
人
本
…
表

紙
に
は

「
過

去
帳

京
城
本
法
寺

教
行
院

撹
」
と
あ
る
。
天
和
四
年
二
月
十
三
日
付

の
教
行
院
第
六
世

日
富
上
人
署
名

の
序
文
を
持
ち
、
そ

の
序
文

に
本
法
寺
第
十
六
世

興
林
院
日
徳

上
人
が
寛
文
八
年
四
月
三
日
に
叙
述
し
た
と
も
記

さ
れ
て
お
り
、

日
徳

・
日
富
上
人
に
帰
依

し
た
門
徒

の
過
去
帳

と
考
え
ら
れ
る
。
②

日
応
上
人
本
…
表
紙
は

「叡
昌
山
教
行
寺

」
、
本
文
に
教
行
院
第
九
世

日
応
上
人
代

の
堂
舎
修
復
覚

と

「
天
明
六
年
仲
夏
」
の
年
期

が
記

さ
れ

て
お
り
、

日
応
上
人
代

の
編
纂

と
推
定
さ
れ
る
。
③
大

運
院
本
…
表

紙
に

「霊

簿
記

大
運
院
」

と
あ
り
、

末
尾

に

「
第
十
五
世
大
運
院
日
縁
」

の
署
名
を
持

つ
点
か
ら
、
大
運
院
の
過
去
帳

と
考
え
ら
れ

る
。
現
住
職
か
ら
の
聞

き
取
り

に
よ

れ
ば
大
運
院
は
教
行
院

の
隣
寺
院

で
幕
末
に
廃
寺

に
な

っ
た
と
の
こ
と
で
、
そ

の
後
本
帳

が
教
行
院

に
伝
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

田
中
氏

に

つ
い
て
は
、
①
②

③

の
い
ず

れ

に
も
記
述
が
な
く
、

日
如
上
人
本

に
の
み
、

歴
代

の
命
日
が
記
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
理
由

は
註
㈲
に
推
測
を
加
え
た
。

qの

岩
生
成

一
監
修

清
文
社

刊
。

㈹

鈴
木
俊
三
郎
著

「金
座
考
」
前
掲

(注
⑧
)

『
日
本
貨
幣
史

』
所
収
。

}　響
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㈲

大
運
院
本
過
去
帳

の
本
文
中

に

「
河
辺

・
田
中

・
浅
香

・
唐
織
分
、
右
四
軒
は
空
跡
に
付
、
此
度
文
化
十
二
年
亥
六
月
為
坊
井
玉
樹
院
建
立
迄
相
預
り
申
候
」
と
の
記
述

が

あ
り
、

こ
こ
か
ら
文
化
十
二
年
に
河
辺

・
浅
香
家
と
と
も

に
玉
樹
院

の
再
建
ま
で
と

い
う
条
件

で
大
運
院
預

か
り
と
な

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
預
か
り
で
あ
る
た
め
大
運
院

本
過
去
帳

の
本
文
に
は
四
家

の
命

日
は
記

述
さ
れ

て
い
な

い
の
だ
ろ
う
。
だ
が
そ

の
後

に
何
ら
か
の
理
由
で
玉
樹
院
に
戻
ら
な

い
ま
ま
幕
末
を
迎
え

て
、
大
運
院
廃
寺

の
後

に
四
檀
家

は
教
行
院

に
移
行
し
た
。

そ
し

て
万
延
元
年

に

日
如
上
人
が
過
去
帳
を
新
し
く
編
纂

し
た
お
り
に
、
四
家
が
は
じ
め
て
教

行
院

の
過
去
帳

に
加
え
ち
れ
た
と
思
わ

れ
る
。

⑳

前
掲

(註
㈲
)
『
ド

ン

・
ロ
ド
リ
ゴ

日
本
見
聞
録
』
。

⑳
㈱

「
日
本
鉱
山
史
上

に
及
ぼ
せ
る
西
洋
技
術
に

つ
い
て
の
新
発
見
」
『
日
本
歴
史
』
第
五
五
号

(
一
九
六
二
年

)。
尚
、
本
論
文
は
註
㈱
論
文
と
と
も

に

『金
銀
貿
易
史

の
研

究
』

(法
政
大
学
出
版
局

一
九
七

六
年
)

に
収
載
さ
れ
て

い
る
。

⑳

小
葉
田
淳
著

「
水
銀

の
外
国
貿
易
国
内
産
出
と
産
業
発
達

の
関
係
」
『史
林
』

一
九
巻
三
号

(
一
九
三
四
年
)
。

⑳

『元
伯
宗

旦
文
書
』

一
七
号
、
宗
受

(後

の
宗
左
)
宛
書

状
。

㈲

『元
伯
宗

旦
文
書
』

一
九
号
、
宗
受
宛
書
状
。

㈱

『元
伯
宗

旦
文
書
』
二

一
号
。

⑳

『元
伯
宗

旦
文
書
』
六
三
号
、
宗
佐

(後

の
宗
左
)
宛
書

状
。

燃

鎚

襲

薫

鶏

蒲
↑綜
雑
鞭

ズ
日付嚢

圃

⑳

『
元
伯
宗
旦
文
書
』
六
七
号
、
寛
永
十
七
年
九
月
五
日
付

宗
佐
宛
書
状
。

⑳

『
元
伯
宗

旦
文
書
』
六
六
号
、
宗
佐
宛
書

状
。

㈱

『
元
伯
宗
旦
文
書
同
』
二

一
二
号
、
承
応
三
年
十
月
二
十

日
付
宗
左
宛
書
状
、
二

=
二
号
、
同
年
十

一
月

二
十
五

日
付
宗
左
宛
書
状
。

㈹

註
㈲
参
照
。

eの

『隔
莫
記
』
寛
永
十
五
年
六
月
十
四

日
条
、

正
保
四
年
三

月
十
四
日
条
。

㈲

『寛
政
重
修
諸
家
譜
』
。

㈹

『
元
伯
宗

旦
文
書
』
八
十
号
、
十
二
月
十
三
日
付
、
宗
佐

宛
書
状
。

㈱

『隔
箕
記
』
寛
永
十
三
年
五
月
二
十
八
日
条
。

㈱

『
隔
莫
記
』
寛
永
十
五
年
八
月
二
十
五
日
条
、
同
年
十
二

月
十

一
日
条
。

⑬の

『
隔
莫
記
』
正
保
二
年
閏
五
月
十
八

日
条
。

ω

『
隔
糞
記
』
寛
永
十
六
年
六
月
十
六

日
条
、

同
二
十
年
九

月
七
日
条
、
同
二
十

一
年
五
月
十
九

日
条
、
正
保

四
年
十
月
二
十
四
日
条
。

ω

『
隔
箕
記
』
寛
永
十
五
年
三
月
四
日
条
。

働

片
岡
家
旧
蔵
、
光
悦
寺
現
蔵
。



(43)㈲(44)

源
城
政
好
氏

は
、
前
掲
論
文

(士
⊥
3
二=口く
)

に
お

い
て
、

田
中
宗
因

が
光

悦
町
に
屋
敷
を
も
ち
、
そ

の
屋
敷
と
本
阿
弥
家

と
の
堺
目
争
論
と
考
え
ら
れ
た
。
だ
が
、

は
洛
中

に
あ
り
、
鷹

ヶ
峯
に
居
住
し
て
い
た
形
跡
が
な

い

こ
と
も
あ

り
、

『隔
莫
記
』
第
二
巻
所
載
。

前
掲

(注
ω
)

『角
倉
素
庵
』

本
稿

で
は
鹿
苑
寺
と
光

悦
町

の

一
次
争
論
を
宗
因
が
仲
介

し
た
と
み
な
し
た
。

付
記

本

稿
は

一
九
九
四
年

一
月

の
藝
能
史
研
究
会
例
会

で
の
発
表

を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。

は
史
料
の
閲
覧
に
関
し
て
お
世
話
に
な

っ
た
。
末
尾
な
が
ら
謝
意

を
表
し
た

い
。

宗
因
の
居
宅

例
会
出
席
各
位
か
ら
は
多
く
の
意
見
を
頂
い
た
。
ま
た
教
行
院
住
職
西
本
泰
然
氏
に

"

▼

(167)
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